
 
 
 

Ⅱ 専門分野の成長戦略 
 
 

５ 観光分野 
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第2期計画の取り組み
H27H26H25H24

高知県産業振興計画の推進によって実現を目指す本県産業の姿

現状
(H23)

370万⼈±α

○地域の観光拠点づくりの推進
○こうち旅広場のエントランス機能、ハブ機能の充実

観
光

発
掘

○満⾜度の⾼い観光商品づくり

核
と
な
る

観
光
拠
点

の
形
成

広
域
観

の
推
進

○地域コーディネート機能の強化
○県内各地域との連携による周遊観光の推進
○県域を越えた連携の推進

光
資
源
の

掘
・
磨
き

上
げ

○新たな観光資源の創出
○産業間連携による観光消費の拡⼤

効
果
的
な
広

セ
ー
ル
ス
活

推
進

観
光

進 ○県域を越えた連携の推進

○統⼀キャッチフレーズ・キャンペーンの実施
○ターゲットを明確にした広報・セールス活動の展開
○四国ツーリズム創造機構等との連携による 情報発信
○全国⼤会や教育旅⾏ 企業研修等の誘致

○観光産業を担う⼈材の育成
○観光ガイドの育成、技術の向上
観光事業者等 おも な 研修 実施

人
材
の

広
報
・

活
動
の

○全国⼤会や教育旅⾏、企業研修等の誘致
○フィルムコミッションによるロケーション撮影の誘致

○観光事業者等へのおもてなし研修の実施
○社会教育、学校教育における本県の⽂化・歴史等の学習機会の確保

お
も
て
な

の
向
上

○おもてなしの気運の醸成
○観光ガイドの育成、技術の向上【再掲】
○きめ細かな観光情報の提供

の
育
成

ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム

の
推
進

○推進体制の強化及び受⼊態勢の充実
○年間を通じたスポーツイベント等の開催
○アマチュアスポーツ合宿等の誘致活動

な
し

上 ○県内の観光地を結ぶ移動⼿段の確保
○観光基盤の整備

国
際
観
光

の
推
進

○国別戦略に基づく誘致活動
○受⼊態勢の充実
○四国４県連携によるプロモーション活動の推進

ツム
アマチュアスポ ツ合宿等の誘致活動
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4年後の⽬標 10年後の⽬指す姿さらなる⾶躍
へのポイント

＜観光分野（案）＞

●⼀⼈当たり観光消費額
(H20) 
25 459円 →27 500円

●核となる観光拠点の整備
7箇所

県
外
観

県
外
観
光

世界に通用する
核となる観光拠点の

形成
観光立県としての
地位が確立し、県
民にもその意識が

25,459円 →27,500円

●⼆泊以上の宿泊客数
（H20）
85.5万人 →100万人

●リピーターの数
（H22）
50万人 →65万人

●⾸都圏からの観光客数

光
入
込
客
数

光
入
込
客
数

三日以上滞在できる
質の高い観光地づくり

定着している。

「歴史」、「食」、「文●⾸都圏からの観光客数
(H20) 
30.5万人→45万人

●宿泊施設の稼働率
(H20)
37.8% →45.2%

●コンベンションの開催に
よる⼊込数

4
0
0
万
人

数
●
●
●
万
人

国内ハブ空港
などからの

アクセシビリティ
向上

歴史」、 食」、 文
化」など、本県が持
つ優位性が観光地
づくりに活かされ、
国内外から県内各
地に観光客が訪れ
ることで 地域の活よる⼊込数

(H23年度)
3万人→3.3万人

●教育旅⾏等による⼊込数
(H23年度)
0.8万人→1万人 観

光
総

人

観
光
総

の向上

県内交通アクセスの

ることで、地域の活
性化につながってい

る。

●観光客満⾜度「⼤変よ
い」「良い」の割合が、
H22のデータを毎年上回る

（H22）
・宿泊先 77% 
・食事・料理店 74%
・観光施設 75%

総
消
費
額
1,
1

総
消
費
額
●
●

県内交通アクセスの
充実 本県が持つ個性に

県外客が惹かれ、リ
ピーターとなって繰
り返し訪れていると
ともに、中長期の滞
在も進んでいる。観光施設 75%

・観光施設の美化 72%
・公共トイレの快適性 57%
・案内標識 53% 
・タクシーの接客マナー 46%

●スポーツツーリズムの推
進による新規⼊込客数

1
0
0
億
円
の

●
●
●
億
円

ヘビーリピーターの拡大
（年に2回以上）

在も進んでいる。

観光拠点間を結ぶ
交通アクセスの進進による新規⼊込客数

2万人

●外国⼈延べ宿泊者数
(H22)

1.6万人泊→3.2万人泊

の
実
現

の
実
現

観光立県としての
県民意識の醸成

交通アクセスの進
展に伴い、様々な
形の周遊観光が根

付いている。
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第
２
期
産
業
振
興
計
画

産
業
成
⻑
戦
略
（
観
光
分
野
）
の
概
要
（
案
）

戦
略
の
柱

全
国
に
通
⽤
す
る
観
光
地
づ
く
り

取
組
⽅
針
６

お
も
て
な
し
の
向
上

取
組
⽅
針
４

効
果
的
な
広
報
・
セ
ー
ル
ス
活
動
の
推
進

戦
略
の
柱

全
国
に
通
⽤
す
る
観
光
地
づ
く
り

取
組
⽅
針
１

核
と
な
る
観
光
拠
点
の
形
成

県
⺠
挙
げ
て
の
お
も
て
な
し
気
運
の
醸
成
を
図
る
と
と
も
に
、

き
め
細
か
な
観
光
情
報
の
提
供
や
交
通
の
利
便
性
の
向
上
な
ど
、

観
光
客
の
快
適
性
を
⾼
め
る
た
め
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
基
盤
整

備
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

＜
こ
れ
か
ら
の
対
策
＞

○
お
も
て
な
し
の
気
運
の
醸
成

こ
れ
ま
で
の
博
覧
会
の
開
催
を
通
じ
て
培
っ
た
広
報
・
セ
ー
ル
ス
活
動

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
⽣
か
し
な
が
ら
、
旅
⾏
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
動
向
を
踏
ま
え
つ

つ
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
あ
わ
せ
た
効
果
的
な
広
報
や
セ
ー
ル
ス
活
動
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
多
く
の
⼊
込
客
が
期
待
で
き
る
全
国
⼤
会
や
教
育
旅
⾏
、
波
及

効
果
が
期
待
で
き
る
ロ
ケ
撮
影
な
ど
、
多
様
な
誘
致
活
動
を
進
め
ま
す
。

＜
こ
れ
か
ら
の
対
策
＞

県
内
各
地
域
へ
の
誘
客
を
促
進
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
等
を

通
じ
て
⽣
ま
れ
て
き
た
全
国
に
発
信
で
き
る
施
設
や
、
⾃
然
や
体
験
観

光
な
ど
で
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
⼀
定
の
ま
と
ま
り
が
あ
る
エ
リ
ア
を
、

そ
の
地
域
へ
の
全
国
か
ら
の
誘
客
の
⽬
⽟
と
な
る
観
光
拠
点
と
し
て
磨

き
上
げ
て
い
き
ま
す
。

○
お
も
て
な
し
の
気
運
の
醸
成

○
観
光
ガ
イ
ド
の
育
成
、
技
術
の
向
上
【
再
掲
】

○
き
め
細
か
な
観
光
情
報
の
提
供

○
県
内
の
観
光
地
を
結
ぶ
移
動
⼿
段
の
確
保

○
観
光
基
盤
の
整
備

＜
こ
れ
か
ら
の
対
策
＞

○
統
⼀
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施

○
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確
に
し
た
広
報
・
セ
ー
ル
ス
活
動
の
展
開

○
四
国
ツ
ー
リ
ズ
ム
創
造
機
構
等
と
の
連
携
に
よ
る
情
報
発
信

○
全
国
⼤
会
や
教
育
旅
⾏
、
企
業
研
修
等
の
誘
致

○
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
撮
影
の
誘
致

＜
こ
れ
か
ら
の
対
策
＞

○
地
域
の
観
光
拠
点
づ
く
り
の
推
進

○
こ
う
ち
旅
広
場
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
機
能
、
ハ
ブ
機
能
の
充
実

・
地
域
観
光
の
担
い
⼿
が
育
ち
、
特
⾊
あ
る
観
光
商
品
が

次
々
と
⽣
み
出
さ
れ
販
売
さ
れ
て
い
る

こ
れ
ま
で
各
地
域
で
取
り
組
ん
で
き
た
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
成

果
や
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
⽣
か
し
な
が
ら
、
地
域
の
観
光
資
源
を
磨
き
上
げ
、

商
品
化
を
図
る
取
り
組
み
を
さ
ら
に
促
進
さ
せ
る
と
と
も
に
、
リ
ピ
ー

タ
ー
に
も
つ
な
が
る
よ
う

満
⾜
度
を
⾼
め
る
た
め
の
観
光
商
品
づ
く

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
や
ア
マ
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
な
ど
の
誘
致
を
進
め
る

と
と
も
に

地
域
で
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
こ

取
組
⽅
針
７

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

取
組
⽅
針
２

観
光
資
源
の
発
掘
・
磨
き
上
げ
の
推
進

目
指

す
べ

き
４

年
後

の
姿

次
々
と
⽣
み
出
さ
れ
販
売
さ
れ
て
い
る

・
核
と
な
る
観
光
拠
点
を
中
⼼
と
し
た
県
内
の
地
域
周
遊
が
進
み
、

道
の
駅
や
直
販
所
な
ど
で
の
観
光
消
費
が
拡
⼤
し
て
い
る

・
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
年
間
を
通
じ
て
開
催
さ
れ
、
新
た
な

観
光
客
の
獲
得
が
で
き
て
い
る

県
外

観
光

入
込

客
数
4
0
0
万

人

タ
に
も
つ
な
が
る
よ
う
、
満
⾜
度
を
⾼
め
る
た
め
の
観
光
商
品
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
地
域
に
潜
在
化
し
て
い
る
資
源
の
中
か
ら
、
テ
ー
マ
性
、
ス

ト
ー
リ
ー
性
な
ど
を
盛
り
込
み
な
が
ら
、
よ
り
多
く
の
新
た
な
観
光
資

源
を
⽣
み
出
し
、
地
域
で
の
観
光
客
の
受
け
⽫
を
拡
⼤
し
ま
す
。

と
と
も
に
、
地
域
で
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
こ

と
で
、
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
も
含
め
て
切
れ
⽬
な
く
観
光
客
が
訪
れ
る

こ
と
を
⽬
指
し
て
い
き
ま
す
。

＜
こ
れ
か
ら
の
対
策
＞

＜
こ
れ
か
ら
の
対
策
＞

○
推
進
体
制
の
強
化
及
び
受
⼊
態
勢
の
充
実

県
外

観
光

入
込

客
数
4
0
0
万

人

観
光
総
消
費
額
1
,1
0
0
億
円
の
実
現

取
組
⽅
針
８

＜
こ
れ
か
ら
の
対
策
＞

○
満
⾜
度
の
⾼
い
観
光
商
品
づ
く
り

○
新
た
な
観
光
資
源
の
創
出

○
産
業
間
連
携
に
よ
る
観
光
消
費
の
拡
⼤

○
推
進
体
制
の
強
化
及
び
受
⼊
態
勢
の
充
実

○
年
間
を
通
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催

○
ア
マ
チ
ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
等
の
誘
致
活
動

取
組
⽅
針
３

取
組
⽅
針
５

主
要
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ
る
東
ア
ジ
ア
を
中
⼼
に
、
各
国
の
特

性
と
本
県
の
強
み
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
た
き
め
細
か
い
戦
略
に
よ

り
、
本
県
へ
の
誘
致
活
動
を
進
め
る
と
と
も
に
、
観
光
案
内
板
の

多
⾔
語
化
や
観
光
事
業
者
へ
の
研
修
を
実
施
す
る
な
ど
受
⼊
態
勢

の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

国
際
観
光
の
推
進

観
光
拠
点
を
中
⼼
と
し
て
周
辺
の
観
光
地
等
を
巡
る
周
遊
プ
ラ
ン
を

つ
く
る
な
ど
、
地
域
の
⾯
的
魅
⼒
を
⾼
め
る
た
め
の
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
機
能
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
広
域
ブ
ロ
ッ
ク
や
県
域
を
超
え
る
多
様
な
連
携
を
進
め
る
こ

と
で
、
本
県
へ
の
誘
客
及
び
県
内
の
周
遊
を
促
し
て
い
き
ま
す
。

広
域
観
光
の
推
進

⾃
ら
継
続
し
て
観
光
商
品
を
次
々
と
⽣
み
出
し
販
売
し
て
い
く
地
域
観

光
の
担
い
⼿
の
⼈
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
専
⾨
家
を
活
⽤
し
て
観
光
客
の
受
⼊
を
担
う
⼈
材
の
育
成
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

⼈
材
の
育
成

＜
こ
れ
か
ら
の
対
策
＞

○
国
別
戦
略
に
基
づ
く
誘
致
活
動

○
受
⼊
態
勢
の
充
実

○
四
国
４
県
連
携
に
よ
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
推
進

と
で
、
本
県
へ
の
誘
客
及
び
県
内
の
周
遊
を
促
し
て
い
き
ま
す
。

＜
こ
れ
か
ら
の
対
策
＞

○
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
の
強
化

○
県
内
各
地
域
と
の
連
携
に
よ
る
周
遊
観
光
の
推
進

○
県
域
を
越
え
た
連
携
の
推
進

＜
こ
れ
か
ら
の
対
策
＞

○
観
光
産
業
を
担
う
⼈
材
の
育
成

○
観
光
ガ
イ
ド
の
育
成
、
技
術
の
向
上

○
観
光
事
業
者
等
へ
の
お
も
て
な
し
研
修
の
実
施

○
社
会
教
育
、
学
校
教
育
に
お
け
る
本
県
の
⽂
化
・
歴
史
等

の
学
習
機
会
の
確
保
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産業成長戦略の概要（観光分野） 

 

 観光は、宿泊や飲食、土産物など産業のすそ野が広く、即効性のある分野ですが、その効果が十分

に行き渡っていないという課題がありました。そこで、第１期計画では、龍馬伝ブームという大きな

追い風の中で、自然や歴史など本県の持つ魅力を組み合わせて、観光で食を楽しんでいただくなど、

観光分野から他の産業への波及効果をさらに高める取組を行い、雇用の確保や大きな経済波及効果を

もたらすとともに、地域の観光振興に対する意識向上にもつなげることができました。 

しかしながら、本県は地理的な条件から移動時間や移動料金といった面でハンディがあるという根

元的課題を有しているため、これまでの博覧会開催の取組を通じて得られた成果や財産を最大限活用

し、全国に通用する観光地づくりや、本県の認知度を高めるための国内外への情報発信の強化など、

ハンディを克服するための魅力づくりを目指して、さらに挑戦を続けていく必要があります。 

そこで、第２期計画では、以下の８つの取組方針に沿って取組を進めていきます。 

 

取組方針の一つ目の「核となる観光拠点の形成」では、県内各地域への誘客を促進するため、これ

までの取組等を通じて生まれてきた全国に発信できる施設や、自然や体験観光などで地域ブランドと

して一定のまとまりがあるエリアを、その地域への全国からの誘客の目玉となる観光拠点として磨き

上げ、そこを中心とした地域周遊や観光消費が拡大していくことを目指していきます。 

二つ目の「観光資源の発掘・磨き上げの推進」では、これまで各地域で取り組んできた体験プログ

ラムなどの成果やノウハウ等を生かしながら、地域の観光資源を磨き上げ、商品化を図る取組をさら

に促進させるとともに、リピーターにもつながるよう、満足度を高めるための観光商品づくりを進め

ます。 

また、地域に潜在化している資源の中から、テーマ性、ストーリー性などを盛り込みながら、より

多くの新たな観光資源を生み出し、地域での観光客の受け皿を拡大します。 

三つ目の「広域観光の推進」では観光拠点を中心として周辺の観光地等を巡る周遊プランをつくる

など、地域の面的魅力を高めるための地域コーディネート機能の強化を図ります。 

また、広域ブロックや県域を超える多様な連携を進めることで、本県への誘客及び県内の周遊を促

していきます。  

四つ目の「効果的な広報・セールス活動の推進」では、これまでの博覧会の開催を通じて培ったノ

ウハウを生かしながら、旅行マーケットの動向を踏まえつつ、ターゲットにあわせた効果的な広報や

セールス活動を展開していきます。 また、多くの入込客が期待できる全国大会や教育旅行、波及効果

が期待できるロケ撮影など、多様な誘致活動を進めます。 

五つ目の「人材の育成」では、自ら継続して観光商品を次々と生み出し販売していく地域観光の担

い手の人材育成に取り組んでいきます。 

 また、専門家を活用して観光客の受入を担う人材の育成を図っていきます。  

六つ目の「おもてなしの向上」では、県民挙げてのおもてなし気運の醸成を図るとともに、きめ細

かな観光情報の提供や交通の利便性の向上など、観光客の快適性を高めるため、ハード・ソフトの基

盤整備に取り組んでいきます。  

七つ目の「スポーツツーリズムの推進」では、プロスポーツやアマスポーツ合宿などの誘致を進め

るとともに、地域で様々なスポーツイベントを実施することで、オフシーズンも含めて切れ目なく観

光客が訪れることを目指していきます。 

八つ目の「国際観光の推進」では、主要なターゲットである東アジアを中心に、各国の特性と本県

の強みをマッチングさせたきめ細かい戦略により、本県への誘致活動を進めるとともに、観光案内板

の多言語化や観光事業者への研修を実施するなど受入態勢の充実を図っていきます。 
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戦略の柱【全国に通用する観光地づくり】
取組方針

施策 総括
（・取り組み　◆総括）

課題 1 2 3 4 5

◆地域の観光拠点づくりの推
進
　★観光人材育成塾（仮称）を
通じた地域観光の担い手の
育成

　★拠点整備の方針を検討す
るための専門家による指導・
助言

背景
第１期計画（H21～H23）の総括等

これからの対策
改革の方向

１．核となる観光拠点の形成 ◆本県は大都市から遠
隔地にあり、アクセスに
要するコストも高いという
地理的ハンディキャップ
を根源的な課題として抱
えており、遠くからでも誘
客が可能な観光地の形
成が必要である。

・地域アクションプランな
どの取組などにより、地
域観光を総合的に支援し
てきた

◆室戸ジオパークや海洋
堂ホビー館のような地域
の核となり得る新たな観
光拠点が生まれ、多くの
人が訪れるようになった

◆観光客が県内各地域
を周遊するためには、そ
の地域への誘客の目玉
となる観光拠点を整備す
ることが必要

○

Ｐ３９３

別図（観２）参照

★観光拠点を計画的に整備
するためのハード・ソフト両面
での支援

◆こうち旅広場のエントランス
機能、ハブ機能の充実
　○こうち旅広場の運営

○

　○新たな誘客の目玉となる
コンテンツの検討

※これからの対策の ★は新規事業
　　　　　　　　 　　　　  ◎は拡充事業
                  　　　    ○は継続事業
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【観光分野】

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７
中期的な視点

（平成２７年度末）
長期的な視点
（概ね１０年先）

◆地域の誘客の目
玉となる観光拠点
が整備されること
で、そこを目指して
全国から多くの観
光客が訪れるとと
もに、広域エリアで
観光拠点を中心と
した地域周遊が進
み、県下各地で観
光消費が拡大して
いる。

◆核となる観光拠
点の整備
　県下７か所

目指すべき姿（目標値）第 ２ 期 計 画
Ｈ２８以降

◆各地の観光拠点
を中心とした周遊
観光が定着し、県
全域が魅力ある観
光地として全国に
認知される

Ｐ３９２

別図（観１）参照

市町村等：拠点整備のコンセプトや整備プランの検討

（財）高知県観光コンベンション協会、県関係課：整備方針

を検討する際の専門的指導・助言

観光政策課：計画準備段階からの支援

地域の事業者：観光人材育成塾への参加

（財）高知県観光コンベンション協会、県観光政策課：県内

７ブロックで地域が観光商品を作り出すめのノウハウ等を

学ぶ観光人材育成塾を開催。

観光人材育成塾を通じた担い手の育成

県観光政策課：県内７ブ

ロックで人材育成塾を開催

し、地域資源の認知度と関

心度のギャップを調査

（財）高知県観光コンベンション協会、県観光政策課：観光人材育成塾等を通じて明らかになった地域の課題やセールス活動の課題を

解決するための支援

（財）高知県観光コンベンション協会、県観光政策課：自立的に地域観光のあり方を検討し、推進していく

取組への支援

拠点整備方針の検討

※改革の方向　 １　足下を固め、活力ある県外市場に打って出る
　　　　　　　　　 　２　産業間連携の強化
　　　　　　　　　　 ３　足腰を強め、新分野へ展開
                      ４　新たな産業づくりに挑戦する
                      ５　産業人材を育てる

市町村等：全国からの誘客と地域への経済効果が見込める施設整備など、地域の核となる観光拠点づくりを推進

県観光政策課：観光拠点等整備事業費補助金による市町村の取組への支援、観光拠点の重点プロモーションの実施等

（財）高知県観光コンベンション協会：ＪＲ高知駅前「こうち旅広場」のイベントホールの活用や特別イベントの開催等で県外からの誘客を図るととも

に、高知情報発信館「とさてらす」でのきめ細かい観光案内で地域への周遊を促進

観光拠点の整備

こうち旅広場の運営

県観光政策課：事業成果を

踏まえた新たな観光地づく

りのあり方の検討

県観光振興部：こうち旅広

場の運営支援及び観光客

の動向分析を踏まえ効果

的な活用案を検討

県観光振興部：前年度の検討を踏まえた新たなコンテンツの活用及び運営支援
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戦略の柱【全国に通用する観光地づくり】
取組方針

施策 総括
（・取り組み　◆総括）

課題 1 2 3 4 5

◆満足度の高い観光商品づく
り
　★観光人材育成塾（仮称）を
通じた地域観光の担い手の
育成【再掲】

　○観光アドバイザー等の活
用によるインストラクター研修
や観光商品開発への支援

　◎自然、歴史、文化資産を
生かした魅力づくりなど観光

○

２．観光資源の発掘・磨き上げ
の推進

◆大手旅行雑誌のアン
ケート調査によると、H22
年の本県への初回訪問
比率は50.5%と全国一位
であり、全国と比較すると
リピーター率の割合が低
い

◆旅行ニーズが多様化、
細分化していることから、
世の中のトレンドを把握
しながら、新たな観光資
源を生み出していくことが
求められている

◆観光分野の取組は宿
泊や飲食、土産物など地
域経済に広く波及効果を
もたらすことが期待され
ている

◆観光による経済波及効
果を拡大するためには、
出来るだけ長く滞在、宿
泊してもらうことが必要で
ある

・「土佐・龍馬であい博」、
「志国高知 龍馬ふるさと
博」の開催を通じて、観
光資源の発掘や磨き上
げが進み、新たな観光商
品も生まれてきた

◆お城まつり（高知城）や
五台山花絵巻（牧野植物
園）のように観光商品の
磨き上げが進み入込客
が増加した

◆「土佐の豊穣祭」やサ
イクリングイベント「コグ
ウェイ四国」など、高知の
強みを生かした新たな誘
客イベントができた

◆観光アドバイザーによ
る地域への支援を通じ
て、まち歩き観光などの
体験プログラムが充実
し、ガイド料が得られるな
ど、お金が落ちる仕組み
ができつつある

◆リピーターにつながる
ような満足度の高い商品
づくり

◆外からの視点などを取
り入れた新たな観光資源
の創出による観光客の受
け皿の拡大

◆地域で観光商品を拡
大するための仕組み

改革の方向第１期計画（H21～H23）の総括等
背景 これからの対策

Ｐ３９３

別図（観２）参照

生かした魅力づくりなど観光
資源の磨き上げへのハード・
ソフト両面での支援

　○食文化など高知の強みを
生かしたイベントの企画、支
援

※これからの対策の ★は新規事業
　　　　　　　　 　　　　  ◎は拡充事業
                  　　　    ○は継続事業
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【観光分野】

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７
中期的な視点

（平成２７年度末）
長期的な視点
（概ね１０年先）

◆地域資源を生か
した体験メニュー等
が旅行商品として
定着し、滞在型の
観光客を通年で受
入れしている

◆様々な産業が観
光分野に進出し、
県経済の活性化に
につながっている

◆地域観光の担い
手が育ち、特色あ
る観光商品が次々
と生み出されてい
る

◆地域資源を観光
に活用する取組が
進んでいる

◆県内の地域周遊
が進み、道の駅や
直販所などでの観
光消費が拡大して
いる

★一人当たり観光
消費額
H20:25,459円
　→H27:27,500円

第 ２ 期 計 画
Ｈ２８以降

目指すべき姿（目標値）

Ｐ３９２

別図（観１）参照

事業者、市町村等：体験プログラムの質の向上や観光商品に付加価値を加えるなどの取組を推進

（財）高知県観光コンベンション協会：専門的立場からの日常的な助言

県観光政策課：観光アドバイザーの派遣

専門家の活用による観光商品の開発

地域の事業者：観光人材育成塾への参加

（財）高知県観光コンベンション協会、県観光政策課：県内

７ブロックで地域が観光商品を作り出すめのノウハウ等を

学ぶ観光人材育成塾を開催。

観光人材育成塾を通じた担い手の育成

県観光政策課：県内７ブ

ロックで人材育成塾を開催

し、地域資源の認知度と関

心度のギャップを調査

（財）高知県観光コンベンション協会、県観光政策課：観光人材育成塾等を通じて明らかになった地域の課題やセールス活動の課題を

解決するための支援

（財）高知県観光コンベンション協会、県観光政策課：自立的に地域観光のあり方を検討し、推進してい

く取組への支援

※改革の方向　 １　足下を固め、活力ある県外市場に打って出る
　　　　　　　　　 　２　産業間連携の強化
　　　　　　　　　　 ３　足腰を強め、新分野へ展開
                      ４　新たな産業づくりに挑戦する
                      ５　産業人材を育てる

事業者、観光協会、市町村等：各地域資源を活用したイベントの実施

（財）高知県観光コンベンション協会：土佐の豊穣祭などの全県的な誘客イベントの実施及びプロモーションの展開

県観光政策課：オフシーズン等における新たなイベントの企画立案、イベント開催への支援

イベントの企画、支援等

事業者、市町村等：観光施設のリニューアルなど観光客の受入環境の整備を推進

県観光政策課：観光拠点等整備事業費補助金により地域の取組を支援

観光資源の磨き上げへの支援
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戦略の柱【全国に通用する観光地づくり】
取組方針

施策 総括
（・取り組み　◆総括）

課題 1 2 3 4 5

◆新たな観光資源の創出
　★観光人材育成塾（仮称）を
通じた地域観光の担い手の
育成【再掲】

○

　○観光資源を発掘するため
の専門家による指導・助言

◎新たな観光資源の創出に

２．観光資源の発掘・磨き上げへ
の推進

第１期計画（H21～H23）の総括等

◆大手旅行雑誌のアン
ケート調査によると、H22
年の本県への初回訪問
比率は50.5%と全国一位
であり、全国と比較すると
リピーター率の割合が低
い

◆旅行ニーズが多様化、
細分化していることから、
世の中のトレンドを把握
しながら、新たな観光資
源を生み出していくことが
求められている

◆観光分野の取組は宿
泊や飲食、土産物など地
域経済に広く波及効果を
もたらすことが期待され
ている

◆観光による経済波及効
果を拡大するためには、
出来るだけ長く滞在、宿
泊してもらうことが必要で
ある

・「土佐・龍馬であい博」、
「志国高知 龍馬ふるさと
博」の開催を通じて、観
光資源の発掘や磨き上
げが進み、新たな観光商
品も生まれてきた

◆お城まつり（高知城）や
五台山花絵巻（牧野植物
園）のように観光商品の
磨き上げが進み入込客
が増加した

◆「土佐の豊穣祭」やサ
イクリングイベント「コグ
ウェイ四国」など、高知の
強みを生かした新たな誘
客イベントができた

◆観光アドバイザーによ
る地域への支援を通じ
て、まち歩き観光などの
体験プログラムが充実
し、ガイド料が得られるな
ど、お金が落ちる仕組み
ができつつある

◆リピーターにつながる
ような満足度の高い商品
づくり

◆外からの視点などを取
り入れた新たな観光資源
の創出による観光客の受
け皿の拡大

◆地域で観光商品を拡
大するための仕組み

背景 これからの対策
改革の方向

Ｐ３９３

別図（観２）参照

◎新たな観光資源の創出に
対するハード・ソフト両面での
支援

　○グリーンツーリズムなど地
域の産業と連携した新たな観
光商品づくりへの支援

　○民泊の促進など教育旅行
の受入態勢づくりへの支援

※これからの対策の ★は新規事業
　　　　　　　　 　　　　  ◎は拡充事業
                  　　　    ○は継続事業
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【観光分野】

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７
中期的な視点

（平成２７年度末）
長期的な視点
（概ね１０年先）

第 ２ 期 計 画

◆地域資源を生か
した体験メニュー等
が旅行商品として
定着し、滞在型の
観光客を通年で受
入れしている

◆様々な産業が観
光分野に進出し、
県経済の活性化に
につながっている

◆地域観光の担い
手が育ち、特色あ
る観光商品が次々
と生み出されてい
る

◆地域資源を観光
に活用する取組が
進んでいる

◆県内の地域周遊
が進み、道の駅や
直販所などでの観
光消費が拡大して
いる

★一人当たり観光
消費額
H20:25,459円
　→H27:27,500円

Ｈ２８以降
目指すべき姿（目標値）

Ｐ３９２

別図（観１）参照

地域の事業者：観光人材育成塾への参加

（財）高知県観光コンベンション協会、県観光政策課：県内

７ブロックで地域が観光商品を作り出すめのノウハウ等を

学ぶ観光人材育成塾を開催。

観光人材育成塾を通じた担い手の育成

県観光政策課：県内７ブ

ロックで人材育成塾を開催

し、地域資源の認知度と関

心度のギャップを調査

（財）高知県観光コンベンション協会、県観光政策課：観光人材育成塾等を通じて明らかになった地域の課題やセールス活動の課題を解

決するための支援

（財）高知県観光コンベンション協会、県観光政策課：自立的に地域観光のあり方を検討し、推進していく

取組への支援

事業者、市町村等：地域に潜在化している地域資源にテーマ性やストーリー性などを盛り込みながらより多くの観光資源を生み出す取組を

推進

（財）高知県観光コンベンション協会：専門的な立場からの日常的な助言

観光政策課：観光アドバイザーの派遣

専門家の活用による観光資源の発掘

※改革の方向　 １　足下を固め、活力ある県外市場に打って出る
　　　　　　　　　 　２　産業間連携の強化
　　　　　　　　　　 ３　足腰を強め、新分野へ展開
                      ４　新たな産業づくりに挑戦する
                      ５　産業人材を育てる

農林漁業者、商工業者、市町村等：農業・漁業体験やものづくり体験など地場産業を生かした体験メニューの開発を推進

（財）高知県観光コンベンション協会：専門的な立場からの日常的な助言

県関係課：観光アドバイザーの派遣、観光拠点等整備事業費補助金や産業振興推進総合支援事業費補助金等により地域の取組みを支

援

新たな観光資源の創出

事業者、市町村等：観光人材育成塾等を通じて新たに発見した観光資源等を活用し、地域が自発的に新たな観光商品を生み出していく取

組を推進

（財）高知県観光コンベンション協会：新たなテーマや切り口により一元的に情報発信

県観光政策課：観光アドバイザーの派遣、観光拠点等整備事業費補助金により地域の取組を支援

市町村等：教育旅行の受け皿となる農林漁家民泊や体験メニューの充実

広域観光協議会：市町村や受入団体間との調整や地域住民の気運の醸成を図る講演会等の実施

県観光政策課：観光アドバイザーの講演等による民泊受入家庭の拡大

県関係課：補助金等により教育旅行の受入態勢づくりなどを支援

教育旅行等の受入態勢づくり

地域の産業と連携した新たな観光商品づくりへの支援
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戦略の柱【全国に通用する観光地づくり】
取組方針

施策 総括
（・取り組み　◆総括）

課題 1 2 3 4 5

◆産業間連携による観光消
費の拡大
　○地域産物を生かした魅力
ある土産物づくりや道の駅等
での販売促進への支援

○

　○インターネットや広報誌を
活用した観光と物産の一元的
な情報発信の促進

◆地域コーディネート機能の
強化
　★観光人材育成塾（仮称）を
通じた地域観光の担い手の
育成【再掲】

◆広域エリアで周遊観光
を推進するためには、ワ
ンストップ窓口など地域
コーディネート機能の強
化が必要である

・広域エリアで観光振興
を担う地域コーディネート
組織の設立や運営への
支援
◆地域コーディネート組
織による広域的な情報発

改革の方向第１期計画（H21～H23）の総括等

２．観光資源の発掘・磨き上げへ
の推進

３．広域観光の推進 ◆周遊観光を推進してい
くための観光事業者や関
係団体との連携強化

◆地域コーディネート組
織のセ ルス機能等の

◆大手旅行雑誌のアン
ケート調査によると、H22
年の本県への初回訪問
比率は50.5%と全国一位
であり、全国と比較すると
リピーター率の割合が低
い

◆旅行ニーズが多様化、
細分化していることから、
世の中のトレンドを把握
しながら、新たな観光資
源を生み出していくことが
求められている

◆観光分野の取組は宿
泊や飲食、土産物など地
域経済に広く波及効果を
もたらすことが期待され
ている

◆観光による経済波及効
果を拡大するためには、
出来るだけ長く滞在、宿
泊してもらうことが必要で
ある

・「土佐・龍馬であい博」、
「志国高知 龍馬ふるさと
博」の開催を通じて、観
光資源の発掘や磨き上
げが進み、新たな観光商
品も生まれてきた

◆お城まつり（高知城）や
五台山花絵巻（牧野植物
園）のように観光商品の
磨き上げが進み入込客
が増加した

◆「土佐の豊穣祭」やサ
イクリングイベント「コグ
ウェイ四国」など、高知の
強みを生かした新たな誘
客イベントができた

◆観光アドバイザーによ
る地域への支援を通じ
て、まち歩き観光などの
体験プログラムが充実
し、ガイド料が得られるな
ど、お金が落ちる仕組み
ができつつある

◆リピーターにつながる
ような満足度の高い商品
づくり

◆外からの視点などを取
り入れた新たな観光資源
の創出による観光客の受
け皿の拡大

◆地域で観光商品を拡
大するための仕組み

背景 これからの対策

○

　○地域コーディネート組織
（広域観光協議会）の活動支
援

※これからの対策の ★は新規事業
　　　　　　　　 　　　　  ◎は拡充事業
                  　　　    ○は継続事業

◆広域的に周遊を促し、
本県への入込客を増す
ためには、四国４県を始
めとする他県との連携し
た取組が必要である

織による広域的な情報発
信や誘致活動が成果を
挙げる事例が生まれてき
た

・「四国はひとつ」という認
識のもとH21に設立した
四国ツーリズム創造機構
と連携し、四国の認知度
向上や魅力ある観光
ルートの開発に取り組ん
だ
◆四国４県に対する旅行
会社とのタイアップキャン
ペーンにより首都圏を中
心とした観光客の増加に
つながった

織のセールス機能等の
強化

◆他県との連携などス
ケールメリットを生かした
誘客の更なる促進
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【観光分野】

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７
中期的な視点

（平成２７年度末）
長期的な視点
（概ね１０年先）

◆広域観光協議会
と各観光協会や観
光・宿泊施設が連
携して、広域エリア
単位で一泊以上で

◆県内各広域エリ
アで作られた周遊
プランが旅行商品
化される

◆地域観光の担い
手が育ち、特色あ
る観光商品が次々
と生み出されてい
る

◆地域資源を観光
に活用する取組が
進んでいる

◆県内の地域周遊
が進み、道の駅や
直販所などでの観
光消費が拡大して
いる

★一人当たり観光
消費額
H20:25,459円
　→H27:27,500円

目指すべき姿（目標値）第 ２ 期 計 画

◆地域資源を生か
した体験メニュー等
が旅行商品として
定着し、滞在型の
観光客を通年で受
入れしている

◆様々な産業が観
光分野に進出し、
県経済の活性化に
につながっている

Ｈ２８以降

事業者、市町村等：地域産物を生かした土産物の開発、道の駅等での販売手法の改善等による魅力アップ、観光客の誘導への取組

県関係課：地域の新たな土産物づくり等を目指す取組への専門的な助言

県観光政策課、県計画推進課、県関係課：観光拠点等整備事業費補助金、産業振興推進総合支援事業費補助金、産業間連携による産業人材育成

プログラム、産業振興アドバイザー等により地域の土産物づくりなどの取組みを支援

地域産物を活用した土産物づくり・販売

Ｐ３９２

別図（観１）参照

事業者、市町村等：道の駅などで観光と物産の情報を一元的に発信

（財）高知県観光コンベンション協会：よさこいネットや広報誌等により地域の観光・物産のきめ細かな情報発信

県観光政策課、県計画推進課、県関係課：観光拠点等整備事業費補助金、産業振興推進総合支援事業費補助金等により観光と物産の一元

的な情報発信の取組みを支援

観光と物産の一元的な情報発信の促進

観光人材育成塾を通じた担い手の育成

きる観光地が形成
される★二泊以上の宿泊

客数
H20:85.5万人
　→H27:100万人

※改革の方向　 １　足下を固め、活力ある県外市場に打って出る
　　　　　　　　　 　２　産業間連携の強化
　　　　　　　　　　 ３　足腰を強め、新分野へ展開
                      ４　新たな産業づくりに挑戦する
                      ５　産業人材を育てる

広域観光協議会：広域エリアのワンストップ窓口の確立や広域周遊ルートなどの観光商品のセールス活動等を推進

県観光政策課：体験型広域観光推進事業費補助金により広域観光協議会の取組を支援

広域観光協議会の活動支援

地域の事業者：観光人材育成塾への参加

（財）高知県観光コンベンション協会、県観光政策課：県内

７ブロックで地域が観光商品を作り出すめのノウハウ等を

学ぶ観光人材育成塾を開催。

県観光政策課：県内７ブ

ロックで人材育成塾を開催

し、地域資源の認知度と関

心度のギャップを調査

（財）高知県観光コンベンション協会、県観光政策課：観光人材育成塾等を通じて明らかになった地域の課題やセールス活動の課題を

解決するための支援

（財）高知県観光コンベンション協会、県観光政策課：自立的に地域観光のあり方を検討し、推進していく

取組への支援
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戦略の柱【全国に通用する観光地づくり】
取組方針

施策 総括
（・取り組み　◆総括）

課題 1 2 3 4 5

◆○県内各地域との連携によ
る周遊観光の推進

○

◆県域を越えた連携の推進
　○四国観光の推進

○

背景 これからの対策
改革の方向

３．広域観光の推進 ◆周遊観光を推進してい
くための観光事業者や関
係団体との連携強化

◆地域コーディネート組
織のセールス機能等の
強化

◆他県との連携などス
ケールメリットを生かした
誘客の更なる促進

・広域エリアで観光振興
を担う地域コーディネート
組織の設立や運営への
支援
◆地域コーディネート組
織による広域的な情報発
信や誘致活動が成果を
挙げる事例が生まれてき
た

・「四国はひとつ」という認
識のもとH21に設立した
四国ツーリズム創造機構
と連携し、四国の認知度
向上や魅力ある観光
ルートの開発に取り組ん
だ
◆四国４県に対する旅行
会社とのタイアップキャン
ペーンにより首都圏を中
心とした観光客の増加に
つながった

第１期計画（H21～H23）の総括等

◆広域エリアで周遊観光
を推進するためには、ワ
ンストップ窓口など地域
コーディネート機能の強
化が必要である

◆広域的に周遊を促し、
本県への入込客を増す
ためには、四国４県を始
めとする他県との連携し
た取組が必要である

　○県際地域との連携の推進

※これからの対策の ★は新規事業
　　　　　　　　 　　　　  ◎は拡充事業
                  　　　    ○は継続事業
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【観光分野】

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７
中期的な視点

（平成２７年度末）
長期的な視点
（概ね１０年先）

◆県内各広域エリ
アで作られた周遊
プランが旅行商品
化される

★二泊以上の宿泊
客数
H20:85.5万人
　→H27:100万人

◆広域観光協議会
と各観光協会や観
光・宿泊施設が連
携して、広域エリア
単位で一泊以上で
きる観光地が形成
される

Ｈ２８以降
第 ２ 期 計 画 目指すべき姿（目標値）

広域観光協議会等、（財）高知県観光コンベンション協会、地域本部、観光振興部：県下の広域ブロック間の連携を図るネットワーク会議を開催

し、各地域との情報交換や横断的な課題の協議等により本県観光の全体の底上げを図る取組を検討

県内各地域との連携による周遊観光の推進

四国ツーリズム創造機構：四国観光交流戦略に基づき、首都圏でのプロモーション活動や四国インバウンドフォーラムの開催及び四国観光

ルートの開発などを実施し、四国及び高知県の認知度向上と誘客を図る

四国ツーリズム創造機構との連携による情報発信や観光素材の開発等

統一キャンペーンと連動した周遊観光の促進

観光関係団体、（財）高知県観光コ

ンベンション協会、観光振興部：

「リョーマの休日」キャンペーンと連

動した周遊観光の促進

※改革の方向　 １　足下を固め、活力ある県外市場に打って出る
　　　　　　　　　 　２　産業間連携の強化
　　　　　　　　　　 ３　足腰を強め、新分野へ展開
                      ４　新たな産業づくりに挑戦する
                      ５　産業人材を育てる

県観光政策課：南予地域（四国西南地域観光連絡協議会）や阿南地域（ＡＭＡ）との連携した会議を通じて、県域を越える観光ルートの開発や

情報交換等を実施

県際地域との連携の推進

四国ツーリズム創造機構：航空会社とタイアップした四国周遊バス、レンタカープランの旅行商品化を推進

運輸事業者等のキャンペーンとタイアップした四国周遊の促進

新四国観光交流戦略の改定四国観光交流戦略の改定
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戦略の柱【全国に通用する観光地づくり】
取組方針

施策 総括
（・取り組み　◆総括）

課題 1 2 3 4 5

◆統一キャッチフレーズ・キャ
ンペーンの実施
　◎統一キャッチフレーズを用
いた一元的な県外への情報
発信 ○

　◎地域や期間を限定した
キャンペーンの実施などによ
る話題性や特別感の創出

４．効果的な広報・セールス活動
の推進

◆平成20年3月から県外
からの観光交流人口を
330万人に増加させるこ
とを目標に「花・人・土佐
であい博」を開催したが、
入込は目標に届かなかっ
た

◆「龍馬伝」の放送等が
あったH22は飛躍的に観
光客が増加したが、一方
で大手旅行雑誌のアン
ケート調査で初回訪問率
が１位となっており、高知
県に来た事がない人がま
だまだ多い状況である

・「土佐・龍馬であい博」、
「志国高知 龍馬ふるさと
博」を通じた官民一体と
なったセールス活動の展
開
・ＢＳ放送を活用した高知
県旅番組の放送
・フィルムコミッションな
ど、専門性を生かした誘
致活動の展開

◆旅行エージェントへの
セールスなどを通じて、Ｐ
Ｒのノウハウが蓄積した

◆多様化する旅行形態
や観光ニーズを踏まえた
情報発信が不十分

◆プロモーションを行う
ターゲット（エリア、年代、
性別等）が必ずしも明確
化されていない

◆「龍馬伝」のような大き
な追い風は当面は期待
できない

背景
第１期計画（H21～H23）の総括等

これからの対策
改革の方向

　
◆ターゲットを明確にした広
報・セールス活動の展開
　○旅行エージェント向けのプ
ロモーションの実施

○

※これからの対策の ★は新規事業
　　　　　　　　 　　　　  ◎は拡充事業
                  　　　    ○は継続事業
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【観光分野】

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７
中期的な視点

（平成２７年度末）
長期的な視点
（概ね１０年先）

◆地理的ハンディ
キャップを克服し、
“わざわざ”遠方よ
り訪れる観光客が
増える

◆ターゲットを明確
にした観光プロ
モーションが継続さ
れ高知県の認知度
が向上する

★リピーターの数
H22:50万人
 →H27:65万人

★首都圏からの観
光客数
H20:30.5万人
 →45万人

★宿泊施設の稼働
率
H20:37.8%
 →H27:45.2%

★コンベンションの
開催による入込数
H23:3万人
 →H27:3.3万人

★教育旅行等によ
る入込数
H23:0.8万人
 →H27:1万人

第 ２ 期 計 画
Ｈ２８以降

目指すべき姿（目標値）

（財）高知県観光コンベンション協会、県観光振興部、観光関係団体等：キャッチフレーズの立案、キャッチフレーズを活用した県外へのプロ

モーション活動

統一キャッチフレーズを用いたＰＲ

誘客キャンペーンの実施

（財）高知県観光コンベン

ション協会、県観光政策

課：旅行会社とタイアップし

た販促キャンペーンの実

施

旅行会社向け販促キャンペーン

観光関係団体等、（財）高

知県観光コンベンション協

会、県観光振興部：関係者

の協働による「リョーマの

休日」キャンペーンの実施

観光関係団体等、（財）高知県観光コンベンション協会、県観光振興部：キャンペーンによる誘客効果の検

証と次年度のキャンペーンの展開

（財）高知県観光コンベンション協会、県観光政策課：オフシーズン対策も含めた旅行会

社とのタイアップによる効果的な誘客プロモーションの実施

観光関係団体等、（財）高知県観光コンベンション協会、県観光振興部：キャンペーンと連動させたリピーター対策の実施

※改革の方向　 １　足下を固め、活力ある県外市場に打って出る
　　　　　　　　　 　２　産業間連携の強化
　　　　　　　　　　 ３　足腰を強め、新分野へ展開
                      ４　新たな産業づくりに挑戦する
                      ５　産業人材を育てる

観光関係団体、（財）高知県観光コンベンション協会：首都圏等の旅行エージェントへのセールス活動や地元観

光関係団体との商談会を官民一体となって実施

官民一体となった旅行会社等へのセールスキャラバンの実施

観光関係団体、（財）高知

県観光コンベンション協

会：「リョーマの休日」にあ

わせたセールスキャラバ

ンの実施

（財）高知県観光コンベンション協会：観光商品素材集などを活用し、店舗系、メディア系、ネット系といった旅行エージェントの種別に応じた

セールス活動を展開

時機を得たセールス活動の実施
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戦略の柱【全国に通用する観光地づくり】
取組方針

施策 総括
（・取り組み　◆総括）

課題 1 2 3 4 5

　◎マスメディア向けのプロ
モーションの実施

　○一般向けプロモーションの
実施

・「土佐・龍馬であい博」、
「志国高知 龍馬ふるさと
博」を通じた官民一体と
なったセールス活動の展
開
・ＢＳ放送を活用した高知
県旅番組の放送
・フィルムコミッションな
ど、専門性を生かした誘
致活動の展開

◆旅行エージェントへの
セールスなどを通じて、Ｐ
Ｒのノウハウが蓄積した

背景 これからの対策
改革の方向

◆多様化する旅行形態
や観光ニーズを踏まえた
情報発信が不十分

◆プロモーションを行う
ターゲット（エリア、年代、
性別等）が必ずしも明確
化されていない

◆「龍馬伝」のような大き
な追い風は当面は期待
できない

第１期計画（H21～H23）の総括等

４．効果的な広報・セールス活動
の推進

◆平成20年3月から県外
からの観光交流人口を
330万人に増加させるこ
とを目標に「花・人・土佐
であい博」を開催したが、
入込は目標に届かなかっ
た

◆「龍馬伝」の放送等が
あったH22は飛躍的に観
光客が増加したが、一方
で大手旅行雑誌のアン
ケート調査で初回訪問率
が１位となっており、高知
県に来た事がない人がま
だまだ多い状況である

○

　○高知ゆかりの個人・団体
等を活用した情報発信の推進

※これからの対策の ★は新規事業
　　　　　　　　 　　　　  ◎は拡充事業
                  　　　    ○は継続事業
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【観光分野】

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７
中期的な視点

（平成２７年度末）
長期的な視点
（概ね１０年先）

第 ２ 期 計 画

◆地理的ハンディ
キャップを克服し、
“わざわざ”遠方よ
り訪れる観光客が
増える

Ｈ２８以降
目指すべき姿（目標値）

◆ターゲットを明確
にした観光プロ
モーションが継続さ
れ高知県の認知度
が向上する

★リピーターの数
H22:50万人
 →H27:65万人

★首都圏からの観
光客数
H20:30.5万人
 →45万人

★宿泊施設の稼働
率
H20:37.8%
 →H27:45.2%

★コンベンションの
開催による入込数
H23:3万人
 →H27:3.3万人

★教育旅行等によ
る入込数
H23:0.8万人
 →H27:1万人

県観光政策課、東京事務所：マスメディアのネットワー

クを活用したパブリシティ活動の推進

県観光政策課：アンテナショッ

プ等と連携したメディアへの定

期的な情報発信など首都圏で

のマスメディアとのネットワーク

の構築やパブリシティ活動の

体制構築

県観光政策課、東京事務所：パブリシティ活動の

さらなる活動による県観光の露出の拡大

首都圏でのパブリシティ活動の強化

県観光政策課、各県外事務所：関東、関西、中部など対象エリアやターゲットとなる客層などに応じたマスメディアへの戦略的な広報の展開

県外事務所を活用したきめ細かな情報発信

（財）高知県観光コンベンション協会、県外事務所：ゆるり（旅行決定前）、こうちじん（旅行決定後）、トサコレ（旅行中）など、旅行者の段階に対

応した広報媒体の作成及び広報媒体を活用した発地プロモーションモーションや着地プロモーションの実施

高 観

観光客へのタイムリーな情報発信

※改革の方向　 １　足下を固め、活力ある県外市場に打って出る
　　　　　　　　　 　２　産業間連携の強化
　　　　　　　　　　 ３　足腰を強め、新分野へ展開
                      ４　新たな産業づくりに挑戦する
                      ５　産業人材を育てる

県おもてなし課：観光特使など高知ゆかりの個人・団体等を活用した情報発信

県外事務所：県出身者などのネットワークを活用した県観光のＰＲ

高知ゆかりの個人・団体を活用した情報発信

市町村観光協会等、（財）高知県観光コンベンション協会：インターネットやブログ、口コミなどを活用した情報発信の強化

インターネット等を活用した情報発信の強化

（財）高知県観光コンベンション

協会、県外事務所：観光物産

展等集客イベントの場を活用し

た「リョーマの休日」キャンペー

ンの情報発信

- 377 -



戦略の柱【全国に通用する観光地づくり】
取組方針

施策 総括
（・取り組み　◆総括）

課題 1 2 3 4 5

◆○四国ツーリズム創造機構
等との連携による情報発信の
充実

○

◆○全国大会や教育旅行、
企業研修等の誘致

○

改革の方向第１期計画（H21～H23）の総括等

◆平成20年3月から県外
からの観光交流人口を
330万人に増加させるこ
とを目標に「花・人・土佐
であい博」を開催したが、
入込は目標に届かなかっ
た

◆「龍馬伝」の放送等が
あったH22は飛躍的に観
光客が増加したが、一方
で大手旅行雑誌のアン
ケート調査で初回訪問率
が１位となっており、高知
県に来た事がない人がま
だまだ多い状況である

・「土佐・龍馬であい博」、
「志国高知 龍馬ふるさと
博」を通じた官民一体と
なったセールス活動の展
開
・ＢＳ放送を活用した高知
県旅番組の放送
・フィルムコミッションな
ど、専門性を生かした誘
致活動の展開

◆旅行エージェントへの
セールスなどを通じて、Ｐ
Ｒのノウハウが蓄積した

◆多様化する旅行形態
や観光ニーズを踏まえた
情報発信が不十分

◆プロモーションを行う
ターゲット（エリア、年代、
性別等）が必ずしも明確
化されていない

◆「龍馬伝」のような大き
な追い風は当面は期待
できない

４．効果的な広報・セールス活動
の推進

背景 これからの対策

◆○フィルムコミッションによ
るロケーション撮影の誘致

○

※これからの対策の ★は新規事業
　　　　　　　　 　　　　  ◎は拡充事業
                  　　　    ○は継続事業
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【観光分野】

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７
中期的な視点

（平成２７年度末）
長期的な視点
（概ね１０年先）

目指すべき姿（目標値）第 ２ 期 計 画

◆地理的ハンディ
キャップを克服し、
“わざわざ”遠方よ
り訪れる観光客が
増える

◆ターゲットを明確
にした観光プロ
モーションが継続さ
れ高知県の認知度
が向上する

★リピーターの数
H22:50万人
 →H27:65万人

★首都圏からの観
光客数
H20:30.5万人
 →45万人

★宿泊施設の稼働
率
H20:37.8%
 →H27:45.2%

★コンベンションの
開催による入込数
H23:3万人
 →H27:3.3万人

★教育旅行等によ
る入込数
H23:0.8万人
 →H27:1万人

Ｈ２８以降

（財）高知県観光コンベンション協会：本県で開催する全国規模の大会への助成及び各学校等へのＰＲ活動の実施

学会などのコンベンションの誘致

教育旅行、企業研修等の誘致

（財）高知県観光コンベンション協会：本県への修学旅行の下見等に対する助成及び教育旅行会社や学校に対するＰＲ活動の実施

県関係課：県外企業との協定、交流事業等による交流人口の拡大や企業研修の誘致活動等

教育旅行のＰＲツールの整備

県外事務所、県観光政策課：四国ツーリズム創造機構や四国４県連携による旅行会社へのセールス活動、プロモーション展開等

四国の認知度向上及び誘客の促進

※改革の方向　 １　足下を固め、活力ある県外市場に打って出る
　　　　　　　　　 　２　産業間連携の強化
　　　　　　　　　　 ３　足腰を強め、新分野へ展開
                      ４　新たな産業づくりに挑戦する
                      ５　産業人材を育てる

（財）高知県観光コンベンション協会：映画・ＴＶ会社等に対するセールス活動、モニターツアーの実施、本県ロケのエキストラ確保などフィル

ムコミッション活動の展開

県観光政策課：県内のロケ撮影等に対するインセンティブ制度によりフィルムコミッション活動を支援

高知県でのロケ撮影の積極的な誘致活動の展開

（財）高知県観光コンベン

ション協会：教育旅行用パ

ンフレットのリニューアル

県関係課：ねんりんピックよさこい高知2013の開催を踏ま

えたプロモーションの充実等

ねんりんピック参加者に対する県観光のＰＲ
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戦略の柱【全国に通用する観光地づくり】
取組方針

施策 総括
（・取り組み　◆総括）

課題 1 2 3 4 5

◆地域の観光振興に関
する取組をさらに継続・
発展させ、足腰の強い産
業として根付かせるため
には、その担い手となる
人材を幅広く育成するこ
とが求められている

◆観光産業を地域で伸
ばしていく人材が不足し
ている

◆観光客の満足度をより
高めるための、質の高い
観光ガイドの育成が必要

◆観光産業を担う人材の育成
　★観光人材育成塾（仮称）を
通じた地域観光の担い手の
育成【再掲】

○

◆観光ガイドの育成、技術の
向上
　○県内各地域の観光ガイド
団体の連携や、 質の高いガ
イド技術の習得を目的とする
研修会の開催等

・観光ガイド団体の育成
や、観光ガイドのネット
ワーク化への支援
◆観光ガイド団体の増加
や有料ガイド化が進んだ
ほか、観光ガイド連絡協
議会の設立するなどガイ
ドの連携意識が高まって
きた

・観光アドバイザーによる
まち歩き観光や体験プロ
グラムの磨き上げ
◆体験型観光の磨き上
げが進むとともに、観光
ガイドや体験インストラク
ターのコミュニケーション
能力の向上などが図られ
た

改革の方向

５．人材の育成

背景
第１期計画（H21～H23）の総括等

これからの対策

研修会の開催等
○

◆○観光事業者等へのおも
てなし研修の実施

○

◆○社会教育、学校教育にお
ける本県の文化・歴史等の学
習機会の確保

○

※これからの対策の ★は新規事業
　　　　　　　　 　　　　  ◎は拡充事業
                  　　　    ○は継続事業
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【観光分野】

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７
中期的な視点

（平成２７年度末）
長期的な視点
（概ね１０年先）

◆観光産業を担う
人材が育成される

◆人材育成塾の参
加者　200名/年

◆観光ガイド団体
の会員数が増加す
るとともに、レベル
アップとガイドメ
ニューの充実が図
られる

◆地域で観光をビ
ジネスとする人材
が根付くことで地域
が活性化する

◆各地域に体験型
観光を推進する人
材（リーダー）が活
動している

第 ２ 期 計 画 目指すべき姿（目標値）
Ｈ２８以降

地域の事業者：観光人材育成塾への参加

（財）高知県観光コンベンション協会、県観光政策課：県内

７ブロックで地域が観光商品を作り出すめのノウハウ等を

学ぶ観光人材育成塾を開催。

観光人材育成塾を通じた担い手の育成

Ｐ３９２

別図（観１）参照

県観光政策課：県内７ブ

ロックで人材育成塾を開催

し、地域資源の認知度と関

心度のギャップを調査

観光ガイド団体 研修会等の開催 有料ガイド の移行

観光ガイドの育成、充実

（財）高知県観光コンベンション協会、県観光政策課：観光人材育成塾等を通じて明らかになった地域の課題やセールス活動の課題

を解決するための支援

（財）高知県観光コンベンション協会、県観光政策課：自立的に地域観光を検討し、推進していく取

組への支援

※改革の方向　 １　足下を固め、活力ある県外市場に打って出る
　　　　　　　　　 　２　産業間連携の強化
　　　　　　　　　　 ３　足腰を強め、新分野へ展開
                      ４　新たな産業づくりに挑戦する
                      ５　産業人材を育てる

観光事業者等へのおもてなし研修の実施

市町村等、県関係課：地域の自然、暮らし、文化などを活用した体験型観光のメニューづくり、県立施設等での郷土出身の著名人や産

業・自然等を学習する機会の確保

社会教育等での学習機会の確保

観光ガイド団体：研修会等の開催、有料ガイドへの移行

観光ガイド連絡協議会：県内ガイド団体のガイド技術の向上や情報共有等を行う協議会の運営

県観光政策課：県内ガイド団体等への観光アドバイザーの派遣

県おもてなし課：観光ガイド団体の育成支援とレベルアップ、ネットワークの推進

（財）高知県観光コンベンション協会：観光に携わる事業者や市町村等を対象に、接遇、マナー等の接客研修を実施

県おもてなし課：観光業界の従業員等を対象とした外国人観光客の受入態勢の向上を図る研修会の実施
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戦略の柱【全国に通用する観光地づくり】
取組方針

施策 総括
（・取り組み　◆総括）

課題 1 2 3 4 5

◆おもてなしの気運の醸成
　○気運づくりのための研修、
講演会等の実施

○

　○観光事業者等へのおもて
なし研修の実施【再掲】

○

◆観光ガイドの育成、技術の
向上
　○県内各地域の観光ガイド
団体の連携や、 質の高いガ
イド技術の習得を目的とする
研修会の開催等【再掲】

○

背景 これからの対策
第１期計画（H21～H23）の総括等 改革の方向

◆大手旅行雑誌のアン
ケート調査によると、観光
客で「地元の人のホスピ
タリティを感じた」人の割
合が、４年間で（H19→
H22）で7.4ポイント（36.4%
→29.0%）の減となってい
る

◆県観光政策課の満足
度調査の結果からは、観
光案内板や、トイレ、２次
交通などの不便さを指摘
する声が多くあがってい
る

・宿泊業やタクシー運転
者へのマナー研修の実
施
・おもてなし県民会議の
開催
◆官民一体となって観光
客に対するおもてなし意
識の向上が図れた

・高知市中心部の主要観
光地を巡るＭＹ遊バスの
運行強化
◆H22はMY遊バスの利
用者が大幅に増加した
（対前年比1.8倍）

・市町村が行う観光案内
板・誘導標識の整備等へ
の助成
◆観光案内板等の整備
H21 215基、H22 43基、
H23 21基(予定)
ほか、景観整備や公共ト
イレの整備を実施

・ゴールデンウィークや夏
休み等における渋滞対
策及びサービスエリア等
での臨時観光案内所の
開設
◆観光客の満足度を高
め、移動時間短縮による
経済波及効果をもたらし
た

６．おもてなしの向上 ◆旅先で快適に感じてい
ただけるような環境の整
備や、おもてなしの心の
さらなる醸成

◆観光客の多様なニー
ズに対応するためには、
観光案内所やインター
ネット等による情報提供
が求められている

◆来県者の周遊性や利
便性をより高めていくた
めには、観光案内板や二
次交通等の整備が必要

◆きめ細かな観光情報の提
供
　○観光案内機能の充実

○

　○よさこいネット等を活用し
た地域の観光情報発信

※これからの対策の ★は新規事業
　　　　　　　　 　　　　  ◎は拡充事業
                  　　　    ○は継続事業
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【観光分野】

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７
中期的な視点

（平成２７年度末）
長期的な視点
（概ね１０年先）

Ｈ２８以降
第 ２ 期 計 画 目指すべき姿（目標値）

★観光客満足度調
査の各調査項目に

「 変良

◆県民によるおも
てなしが継続的な
取組として定着し、
観光客に認知され
ている

◆各地域に体験型
観光を推進する人
材（リーダー）が活
動している

◆観光拠点エリア
だけでなく周辺の
観光スポットや周
辺ルート上におい
ても、観光案内が
行われている

◆公共交通機関や
バス・タクシー等に
よる周遊観光体系
が整う

◆県民発意による
おもてなしが県内
に拡がり各地で活
動が見られる

◆ホスピタリティを
感じる観光客が増
加し、リピーターに
つながる

◆観光ガイド団体
の会員数が増加す
るとともに、レベル
アップとメニューの
充実が図られる

◆高知県観光ガイ
ド連絡協議会の事
務局体制が確立す
る

◆核となる拠点エリ
アにおいて、一元
的に地域の観光情
報を収集発信する
観光案内所が整備
されている

◆観光ガイドタク
シーの認定ドライ
バーが増加する

（財）高知県観光コンベンション協会：観光に携わる事業者や市町村等を対象に、接遇、マナー等の接客研修を実施

県おもてなし課：観光業界の従業員等を対象とした外国人観光客の受入態勢の向上を図る研修会の実施

観光事業者等への研修

市町村、観光関係団体、(財)高知県観光コンベンション協会、県観光振興部：地域の観光関係団体との情報交換の実施

県おもてなし課：県民発意によるおもてなしを広めるための会議の開催や、おもてなし一斉清掃等の県民のおもてなし活動への参加機会を

提供し、県民一人ひとりによるおもてなし活動の気運を醸成

気運づくりのための研修、講演会等の実施

観光ガイド団体：個別研修会等の開催

観光ガイド連絡協議会：県内ガイド団体のガイド技術の向上や情報共有・情報交換等によるネットワークづくりを行う協議会の運営

県おもてなし課：観光ガイド事務局体制の強化に向けたサポート

観光ガイドの育成、充実

おいて「大変良
い」、「良い」と回答
した割合がH22の
値を毎年上回る。
また案内標識、公
共トイレ、二次交通
などの不便さを指
摘する声が減少し
ている

(以下H22実績)
 ・宿泊先 77%
 ・食事・料理店
74%
 ・観光施設 75%
 ・観光施設の美化
72%
 ・公共トイレの快適
性 57%
 ・案内標識 53%
 ・タクシーの接客マ
ナー 46%

※改革の方向　 １　足下を固め、活力ある県外市場に打って出る
　　　　　　　　　 　２　産業間連携の強化
　　　　　　　　　　 ３　足腰を強め、新分野へ展開
                      ４　新たな産業づくりに挑戦する
                      ５　産業人材を育てる

市町村、観光関係団体等、(財)高知県観光コンベンション協会：ウェブサイトを活用した観光と物産の一元的な情報発信等を推進

県観光政策課、計画推進課：補助金や専門家の派遣等により地域の取組を支援

よさこいネット等を活用した地域の観光情報発信

アクセスこうち運営協議会：ホームページで県内の観光地や目的地までの公共交通機関の有無や乗り換え方法などが検索できるシステムを

運営

二次交通情報の提供

市町村、観光協会等：観光案内所の運営等により観光客へ地域の観光情報を提供

(財)高知県観光コンベンション協会：ＪＲ高知駅前「とさてらす」の運営等により地域の周遊を促す観光案内を実施

高知情報発信館「とさてらす」を核とした観光案内等

市町村、観光協会等、（財）高知県観光コンベンション協会、県おもてなし課：ゴールデンウィーク等の多客期における臨時観光案内所の設置

及び渋滞対策の実施

臨時観光案内所の設置、運営
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戦略の柱【全国に通用する観光地づくり】
取組方針

施策 総括
（・取り組み　◆総括）

課題 1 2 3 4 5

◆県内の観光地を結ぶ移動
手段の確保
　○周遊バスの運行

　○観光ガイドタクシー等を活
用した周遊観光の推進

◆観光基盤の整備
○広域観光案内板の整備

背景 これからの対策

◆大手旅行雑誌のアン
ケート調査によると、観光
客で「地元の人のホスピ
タリティを感じた」人の割
合が、４年間で（H19→
H22）で7.4ポイント（36.4%
→29.0%）の減となってい
る

◆県観光政策課の満足
度調査の結果からは、観
光案内板や、トイレ、２次
交通などの不便さを指摘
する声が多くあがってい
る

・宿泊業やタクシー運転
者へのマナー研修の実
施
・おもてなし県民会議の
開催
◆官民一体となって観光
客に対するおもてなし意
識の向上が図れた

・高知市中心部の主要観
光地を巡るＭＹ遊バスの
運行強化
◆H22はMY遊バスの利
用者が大幅に増加した
（対前年比1.8倍）

・市町村が行う観光案内
板・誘導標識の整備等へ
の助成
◆観光案内板等の整備
H21 215基、H22 43基、
H23 21基(予定)
ほか、景観整備や公共ト
イレの整備を実施

・ゴールデンウィークや夏
休み等における渋滞対
策及びサービスエリア等
での臨時観光案内所の
開設
◆観光客の満足度を高
め、移動時間短縮による
経済波及効果をもたらし
た

６．おもてなしの向上 ◆旅先で快適に感じてい
ただけるような環境の整
備や、おもてなしの心の
さらなる醸成

◆観光客の多様なニー
ズに対応するためには、
観光案内所やインター
ネット等による情報提供
が求められている

◆来県者の周遊性や利
便性をより高めていくた
めには、観光案内板や二
次交通等の整備が必要

○

第１期計画（H21～H23）の総括等 改革の方向

○広域観光案内板の整備

○

　○観光案内板等の整備や、
景観保全への支援

　○観光地のトイレ美化の推
進

※これからの対策の ★は新規事業
　　　　　　　　 　　　　  ◎は拡充事業
                  　　　    ○は継続事業
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【観光分野】

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７
中期的な視点

（平成２７年度末）
長期的な視点
（概ね１０年先）

★観光客満足度調
査の各調査項目に

◆県民によるおも
てなしが継続的な
取組として定着し、
観光客に認知され
ている

◆各地域に体験型
観光を推進する人
材（リーダー）が活
動している

◆観光拠点エリア
だけでなく周辺の
観光スポットや周
辺ルート上におい
ても、観光案内が
行われている

◆公共交通機関や
バス・タクシー等に
よる周遊観光体系
が整う

Ｈ２８以降
目指すべき姿（目標値）

◆県民発意による
おもてなしが県内
に拡がり各地で活
動が見られる

◆ホスピタリティを
感じる観光客が増
加し、リピーターに
つながる

◆観光ガイド団体
の会員数が増加す
るとともに、レベル
アップとメニューの
充実が図られる

◆高知県観光ガイ
ド連絡協議会の事
務局体制が確立す
る

◆核となる拠点エリ
アにおいて、一元
的に地域の観光情
報を収集発信する
観光案内所が整備
されている

◆観光ガイドタク
シーの認定ドライ
バーが増加する

第 ２ 期 計 画

(財)高知県観光コンベンション協会、県観光政策課：運行状況の分析に基づくＭＹ遊バスの運行体系の見直し

高知市内の周遊バス（ＭＹ遊バス）の運行

西南地域の周遊バス（しまんと・あしずり号）の運行

県観光政策課：地元と連携

した運行支援
県観光政策課：運行状況の分析に基づく運行支援の継続

（財）高知県観光コンベンション協会：観光ガイドタクシーの認定制度の実施、周遊プランの提供

観光ガイドタクシーの推進等

査の各調査項目に
おいて「大変良
い」、「良い」と回答
した割合がH22の
値を毎年上回る。
また案内標識、公
共トイレ、二次交通
などの不便さを指
摘する声が減少し
ている

(以下H22実績)
 ・宿泊先 77%
 ・食事・料理店
74%
 ・観光施設 75%
 ・観光施設の美化
72%
 ・公共トイレの快適
性 57%
 ・案内標識 53%
 ・タクシーの接客マ
ナー 46%

※改革の方向　 １　足下を固め、活力ある県外市場に打って出る
　　　　　　　　　 　２　産業間連携の強化
　　　　　　　　　　 ３　足腰を強め、新分野へ展開
                      ４　新たな産業づくりに挑戦する
                      ５　産業人材を育てる

県おもてなし課：核となる拠点エリアを中心に新たな広域観光ルートを紹介する広域観光案内板の設置

広域観光案内板の設置

県おもてなし課：観光案内板等多言語案内整備事業により市町村が実施する観光地や観光ルートへの誘導標識や観光案内板の多言語

化事業、景観整備への取組に対して支援

観光案内板等の整備への支援

県おもてなし課：核となる拠点エリアやそのルート上の公共トイレの改修事業を支援。おもてなし心で美化活動に取り組む”おもてなしトイレ

制度”と一体となって利用者の満足度の向上を図る。

公共トイレの改修
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戦略の柱【全国に通用する観光地づくり】
取組方針

施策 総括
（・取り組み　◆総括）

課題 1 2 3 4 5

・スポーツキャンプ（合
宿）やイベント（公式戦
等）への助成

◆一定の観客動員によ
り、本県への経済波及効
果が生まれた。

◆推進体制の強化及び受入
態勢の充実
　★官民一体となった推進体
制の構築

○

　◎スポーツ振興のための施
設整備

◆年間を通じたスポーツイベ
ント等の開催
　◎スポーツ大会等の誘致活
動の推進

○

背景 これからの対策

７．スポーツツーリズムの推進 ◆マラソン大会やプロ野
球キャンプなどのスポー
ツ観光は、他のイベント
よりも遠隔地からの誘客
が期待できるため、本県
が根源的に抱えている地
理的ハンディキャップを
克服していくために有効
な手段である。

◆冬場の温暖な気候な
ど、本県の強みを観光振
興に生かし、オフシーズ
ン対策にもつなげていく
ことが求められている。

◆合宿誘致やスポーツイ
ベントの開催は単発の取
組となっているため、切
れ目なく誘客を図るため
には年間を通じた体系的
な取組を進めていく必要
がある。

◆県内における施設の
キャパシティが限られて
いるため、集中する時期
には受入が困難な場合
があり、計画的な施設整
備が必要である。

改革の方向第１期計画（H21～H23）の総括等

　◎スポーツイベント等の企
画、実施等

◆アマチュアスポーツ合宿等
の誘致活動
　○アマチュアスポーツ合宿
等の誘致活動

※これからの対策の ★は新規事業
　　　　　　　　 　　　　  ◎は拡充事業
                  　　　    ○は継続事業

○
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【観光分野】

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７
中期的な視点

（平成２７年度末）
長期的な視点
（概ね１０年先）

◆様々なスポーツ
イベントが開催さ
れ、新たな観光客
の獲得ができてい
る

★スポーツツーリ
ズムの推進による
新規入込客数
 2万人

◆スポーツツーリ
ズムによる誘客態
勢が確立され、本
県への入込客が増
加し、経済効果を
発揮する

Ｈ２８以降
第 ２ 期 計 画 目指すべき姿（目標値）

スポーツ振興のための計画的な施設整備

（財）高知県観光コンベンション協会：現行のプロスポーツキャンプ（野球、サッカー）やプロゴルフ大会を継続させるとともに、新たな全国規模の

スポーツ大会の誘致の取組を推進。

スポーツ大会等の誘致活動の推進

（財）高知県観光コンベンション協会、県関係課：県庁内プロジェクトチームでの検討やスポーツ競技団体や市町村と連携し、スポーツツーリズム

の推進のための計画的な施設整備に向けた取組を推進。

（財）高知県観光コンベンション協会、県関係課：スポーツツーリズム推進のための庁内プロジェクトチームでの検討やスポーツ競技団体等との

連携を強化し、スポーツキャンプや合宿の受入、また全国規模のスポーツ大会の実施に向けた施設の整備計画を策定。

県庁内ＰＴ等による受入態勢の整備

※改革の方向　 １　足下を固め、活力ある県外市場に打って出る
　　　　　　　　　 　２　産業間連携の強化
　　　　　　　　　　 ３　足腰を強め、新分野へ展開
                      ４　新たな産業づくりに挑戦する
                      ５　産業人材を育てる

市町村等、（財）高知県観光コンベンション協会、県観光政策課：新たな誘客につながる全国規模のスポーツイベント（サイクリング、マラソンな

ど）を企画し、実施に向けた取組を推進。

スポーツイベントの企画、実施等

市町村等、（財）高知県観光コンベンション協会、県外事務所：情報収集の強化や人脈などを利用し、本県でのアマチュアスポーツ合宿の継続及

び新規受入に向けた誘致活動を強化。

大学、社会人等のアマチュアスポーツ合宿の誘致
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戦略の柱【全国に通用する観光地づくり】
取組方針

施策 総括
（・取り組み　◆総括）

課題 1 2 3 4 5

◆海外からの直行便が
ない

◆海外からみると、高知
だけでなく四国としての
認知度も依然低い状況

◆外国人の受入態勢の
向上

◆国別戦略に基づく誘致活動
　◎相手国でのＰＲや旅行会
社等へのプロモーション活動
の強化

　◎観光客と顧客層のマッチ
ング

　◎海外での認知度を高める
ための情報発信の強化

背景
第１期計画（H21～H23）の総括等

これからの対策
改革の方向

８．国際観光の推進 ◆本県での外国人宿泊
者数は、H22年は延べ
15,970泊と全国46位と低
迷している

◆本県に宿泊している外
国人は、韓国が46.5％、
台湾が13.3％、中国が
8.3％と東アジア地域が
中心となっている

・四国ツーリズム創造機
構と連携し、商談会や海
外旅行エージェントの招
聘事業を実施
・「龍馬伝」の海外放送を
契機に本県単独のプロ
モーション活動を実施
・H23年度を国際観光推
進元年と位置づけ、東ア
ジアを中心としたプロ
モーション活動と受入環
境整備を一体的に展開

◆韓国、台湾チャーター
便が就航するなど、外国
人観光客の誘致につな
がった

○

Ｐ３９４

別図（観３）参照

　◎官民連携による国際観光
の推進

※これからの対策の ★は新規事業
　　　　　　　　 　　　　  ◎は拡充事業
                  　　　    ○は継続事業
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【観光分野】

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７
中期的な視点

（平成２７年度末）
長期的な視点
（概ね１０年先）

第 ２ 期 計 画
Ｈ２８以降

目指すべき姿（目標値）

◆チャーター便が
定期的に運行さ
れ、外国人観光客
が訪問しやすい環
境が整う

◆観光地や宿泊地
等での外国人の受
入環境整備が充実
する

★外国人延べ宿泊
者数
H22:1.6万人泊
→H27:3.2万人泊

◆外国からの誘客
態勢が確立され、
本県への外国から
の入込客が増加
し、経済効果を発
揮する。

◆海外で四国や高
知の認知度が高ま
る

（財）高知県観光コンベンション協会、県観光政策課：知事のトップセールスをはじめ、旅行会社や航空会社へ積極的なセールス活動を

展開するとともに、旅行会社等を招聘するモニターツアーなどを継続的に実施

県観光政策課 最優先市場（台湾 韓国）を中心に

継続的なセールス活動の実施

国外での情報発信の強化

県観光政策課：相手国の嗜好と本県の観光資源のマッチ

ングを行い、きめ細かなプロモーションを展開。

最優先市場（台湾・韓国）を中心に

・チャーター便、クルーズ客船の誘致

・定期便を利用した四国周遊ルートの開拓、PR

・教育旅行・スポーツツーリズム・特定目的旅行誘致

最優先市場の取組を優先市場（中国、香港、ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ）に拡大

団体客中心の誘致から個人客誘致へ

観光資源と顧客層とのマッチング 定期便や定期チャーター便の就航に向けた取組

※改革の方向　 １　足下を固め、活力ある県外市場に打って出る
　　　　　　　　　 　２　産業間連携の強化
　　　　　　　　　　 ３　足腰を強め、新分野へ展開
                      ４　新たな産業づくりに挑戦する
                      ５　産業人材を育てる

県観光政策課：最優先市場（台湾・韓国）を中心に

・相手国での積極的な情報発信（ウェブサイトなど）

・高知在住外国人の協力による情報発信

県観光政策課：官民連携で国際観光推進を協議する国際観光推進会議による取組

・国別戦略に基づくプロモーション活動に関する意見の集約

・旅行商品開発に向けた課題の整理

・受入環境整備に関する助言

国際観光推進会議の拡充

県観光政策課：最優先市場の取組を優先市場（中国、香港、ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ）に拡大

県観光政策課：国別戦略の見直し・再評価→今

後の戦略に反映
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戦略の柱【全国に通用する観光地づくり】
取組方針

施策 総括
（・取り組み　◆総括）

課題 1 2 3 4 5

◆海外からの直行便が
ない

◆海外からみると、高知
だけでなく四国としての
認知度も依然低い状況

◆外国人の受入態勢の
向上

◆受入態勢の整備
　○観光案内板、誘導標識、
パンフレット等の多言語化の
推進

　○外国人観光客の受入態
勢の向上

　★在留外国人との連携

○

８．国際観光の推進

改革の方向第１期計画（H21～H23）の総括等

・四国ツーリズム創造機
構と連携し、商談会や海
外旅行エージェントの招
聘事業を実施
・「龍馬伝」の海外放送を
契機に本県単独のプロ
モーション活動を実施
・H23年度を国際観光推
進元年と位置づけ、東ア
ジアを中心としたプロ
モーション活動と受入環
境整備を一体的に展開

◆韓国、台湾チャーター
便が就航するなど、外国
人観光客の誘致につな
がった

背景 これからの対策

◆本県での外国人宿泊
者数は、H22年は延べ
15,970泊と全国46位と低
迷している

◆本県に宿泊している外
国人は、韓国が46.5％、
台湾が13.3％、中国が
8.3％と東アジア地域が
中心となっている

◆四国４県連携によるプロ
モーション活動の推進
　○四国４県での外国人観光
誘客の取組強化

○

※これからの対策の ★は新規事業
　　　　　　　　 　　　　  ◎は拡充事業
                  　　　    ○は継続事業
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【観光分野】

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７
中期的な視点

（平成２７年度末）
長期的な視点
（概ね１０年先）

目指すべき姿（目標値）

◆チャーター便が
定期的に運行さ
れ、外国人観光客
が訪問しやすい環
境が整う

◆観光地や宿泊地
等での外国人の受
入環境整備が充実
する

★外国人延べ宿泊
者数
H22:1.6万人泊
→H27:3.2万人泊

◆外国からの誘客
態勢が確立され、
本県への外国から
の入込客が増加
し、経済効果を発
揮する。

◆海外で四国や高
知の認知度が高ま
る

Ｈ２８以降
第 ２ 期 計 画

市町村：観光案内板や誘導標識の多言語化を実施

県おもてなし課：観光案内板等多言語案内整備補助金による市町村の取組を支援

観光案内板、誘導標識、パンフレット等の多言語化の推進

事業者：相手国の風習にあわせた受入態勢の整備

県おもてなし課：国際観光受入研修会の実施

観光業界の従業員研修など受入態勢の強化

県観光政策課：高知在住留学生等を「高知県のサポー

ター」として組織化

・国別ワークショップを開催

・外国人の目線からプロモーションや受入態勢について

の提言を集約

在留外国人サポーターの組織化

県観光政策課：在留外国人サポーターの充実

県おもてなし課：各業種で指導者となる人材の育成

※改革の方向　 １　足下を固め、活力ある県外市場に打って出る
　　　　　　　　　 　２　産業間連携の強化
　　　　　　　　　　 ３　足腰を強め、新分野へ展開
                      ４　新たな産業づくりに挑戦する
                      ５　産業人材を育てる

・母国への情報発信

県観光政策課：四国ツーリズム創造機構と連携した四国及び高知県の認知度向上及び誘客への取組を推進

四国４県連携による周遊コースづくり及びＰＲ活動の推進

外国人観光大使の任命

県観光政策課：留学生OBなどの外国人を「国際観光大使」に任命

・国外から高知の情報発信

・海外情報の収集
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点
の

考
え
方

】
室

戸
岬

（
室

戸
ジ
オ
パ

ー
ク
）
、
高

知
城

、
仁

淀
川

、
四

万
十

川
、
足

摺
岬

な
ど
全

国
的

知
名

度
発

２
．
観

光
商

品
創

出
事

業
（
補

助
率

：
1
/
2
以

内
、
補

助
限

度
額

～
5
0
,0
0
0
千

円
）

既
存

の
観

光
商

品
の
更

な
る
磨

き
上

げ
や

、
新

た
な
観

光
商

品
を
造

成
す

る
な
ど
、
観

光
客

の
満

足
度

を
高

１
．
観

光
拠

点
整

備
事

業
（
補

助
率

：
2
/
3
以

内
、
補

助
限

度
額

～
5
0
,0
0
0
千

円
）

全
国

か
ら
人

を
呼

べ
る
施

設
や

エ
リ
ア
（
＝

観
光

拠
点

）
で
あ
っ
て
、
そ
の
付

加
価

値
（
魅

力
）
を
高

め
る
施

設
や

取
組

へ
の
助

成
（
地

域
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
位

置
づ
け
て
い
る
も
の
（
あ
る
い
は
位

置
づ

け
る
も
の
）
）

旅
行
商
品
②

旅
行

商
品

①

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

推
進

な
ど

摺
岬

な
ど
全

国
的

知
名

度
、
発

信
力

を
有

す
る
も
の

め
る
取

組
へ

の
助

成
（
地

域
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
位

置
づ

け
て
い
る
も
の
（
あ
る
い
は
位

置
づ

け
る
も
の
）
）

３
．
観

光
資

源
発

掘
事

業
（
補

助
率

：
1
/
2
以

内
、
補

助
限

度
額

1
0
0
千

円
～

1
,0
0
0
千

円
）

新
た
な
観

光
資

源
の
発

掘
を
目

指
す

た
め
に
、
事

業
の
立

ち
上

げ
や

試
行

段
階

な
ど
の
取

組
へ

の
助

成
（
地

域
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
へ

の
位

置
づ

け
を
目

指
す

も
の
）
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１
．
国

別
戦

略
の
概

要

タ
ー
ゲ
ッ
ト

国
際
観
光
の
推
進

２
．
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進

別
図
（
観
３
）

東
ア
ジ
ア

台
湾

、
韓

国
香

港
、
中

国
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

全
国
の
訪
日
外
客
数
（
20

10
年
JN
TO

）
1位

韓
国

2,
43

9､
81
6人

2位
中
国

1,
41

2,
87
5人

3位
台
湾

1,
26

8,
27
8人

4位
香
港

50
8,
69
1人

概
況

調
査

分
析

連
携

海
外
事
務
所

情
報
発
信
＆
収
集

●
旅

行
商

品
造

成
の
働

き
か
け

●
民

間
と
連

携
し
た
商

談
会

の
開

催
●

物
産

展
で
の
観

光
Ｐ
Ｒ

●
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度

を
実
施

高
知
県
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

連
携

連
携

県
（観

光
振
興
部
）

●
知
事
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

・
航

空
会

社
、
旅

行
会

社
等

●
認

知
度

向
上

W
eb
広

報
等

の
情

報
発

信
等

●
マ
ー
ケ
ッ
ト
特

性
の

分
析

（
旅

行
形

態
、
訪

日
動

機
、
特

徴
等

）
●

訪
日
ル

ー
ト
（
高

知
へ
の
ア
ク
セ
ス
）

（
航
空
定
期
便
、
チ
ャ
ー
タ
ー
便
等
）

●
高
知
と
の
関
係

（
友
好
交

流
、
ジ
オ
パ
ー
ク
等
）

高
知
県
の
外
客
数

外
国
人
延
べ
宿
泊
数
統
計
（
観
光
庁
）

20
08

年
18

,2
50

泊
（
全
国
45

位
）

20
09

年
16

,2
90

泊
（
全
国
43

位
）

20
10

年
15

,9
70

泊
（
全
国
46

位
）

韓
国
46

5%

概
況

調
査

・分
析

連
携

旅
行

雑
誌

社

テ
レ
ビ
局

東 ア
連

携
連
携

●
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度

を
実
施

（航
空
会
社
や
旅
行
会
社
等
）

●
観

光
商

品
の
紹

介
●

周
遊

ル
ー
ト
づ
く
り

・ W
eb
広

報
等

の
情

報
発

信
等

●
交

流
の
仕

組
み

づ
く
り

・ラ
ン
タ
ン
祭
り
（よ

さ
こ
い
）

・世
界

ジ
オ
N
et
w
o
rk
づ
く
り
等

●
他

県
と
の
共

同
・
周

遊
ル
ー
ト
、
旅

行
博

出
展

等
●

旅
行

地
と
し
て
の
魅

力
向

上
韓

国
46
.5
%

台
湾
13
.3
%

中
国
8.
3%

絞
り
込

み

最
優

先
市

場
優

先
市

場

台
湾

・
韓
国

香
港

・
中

国
・
ｼ
ﾝ
ｶ
ﾞﾎ
ﾟｰ
ﾙ

そ
の

他
市
場

欧
・
米

・
豪

新
聞

社

航
空

会
社

ア ジ ア の 旅 行

四
国

運
輸

局
・四

ツ
創

連
携

連
携

観
光

資
源

と
顧

客
層

の

専
門

家
協

力

外
国

人
の

視
点

台 湾
日

本
一

の
清

流
四

万
十

川
、
仁

淀
川

★
四
万
十
川
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ

★
四

季
の

自
然

（
桜

、
紅

葉
）

★
居

酒
屋

、
日

曜
市

●
旅

行
地
と
し
て
の
魅

力
向

上
●

観
光

資
源

と
顧

客
層

の
マ
ッ
チ
ン
グ

情
報

収
集
及
び
成
功
例
の
反
映

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
基

本
方

針

具
体

的
な
誘
致
事
業
の
展
開

な
ど

旅
行

会
社

客
船

行 者

旅
行
者

ト
レ
ン
ド

ニ
ズ

顧
客

層
の

マ
ッ
チ
ン
グ

韓 国
温

暖
な
気

候
冬

の
ゴ
ル
フ

★
登
山
・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ

★
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
環
境
学
習
な
ど
）

★
世
界
ジ
オ
N
et
w
or
k

本
食

★
居

酒
屋

、
日

曜
市

香

訪
日

動
機

調
査

台
湾
：1

位
自
然
・四

季
2
位

食
事

韓
国
：1

位
食

事
2
位

温
泉

■
高

知
県

の
認
知

度
向

上
（

継
続

的
な

情
報

発
信

）
■
チ

ャ
ー

タ
ー
便

、
ク

ル
ー

ズ
客

船
に

よ
る

団
体

客
の

誘
致

■
高

松
・

松
山
等

の
定

期
便

に
よ

る
個

人
客

の
誘

致
■
マ

ー
ケ

ッ
ト
特

性
と

観
光

資
源

の
マ

ッ
チ

ン
グ

■
教

育
旅

行
や
世

界
ジ

オ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
な

ど
特

定
目

的
旅

行
の

需
要

を
開
拓

■
官

民
協

働
で
の

外
国

人
観

光
客

受
入

態
勢
の
向

上

客
船

会
社

繋
が

り
の

あ
る
団

体

ニ
ー
ズ

日
本

一
の
食

海
産

物
・フ

ル
ー
ツ

居
酒

屋
、

曜
市

★
四

季
の

自
然

（
桜

、
紅

葉
）

★
世
界
ジ
オ
N
et
w
or
k

中 国香 港 シ

雄
大

な
太
平
洋

室
戸

、
桂

浜
、
足

摺

★
ホ
エ
ー
ル

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
、
サ

ン
ゴ
礁

★
世
界
ジ
オ
N
et
w
or
k

★
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
環
境
学
習
な
ど
）

情 報 発 信

2
位

温
泉

香
港
：1

位
食

事
2
位

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

中
国
：1

位
自
然
・四

季
2
位

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

ｼ
ﾝ
ｶ
ﾞ：
１
位

食
事

２
位

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

※
JN

T
O
2
0
1
0
調
査

■
官

民
協

働
で
の

外
国

人
観

光
客

受
入

態
勢
の
向

上

国
際

観
光

サ
ポ

ー
タ

ー
県

内
留

学
生
等
に
よ
る

台
湾

・
韓

国
・
中
国

等
の

Ｗ
Ｇ

情
報

発
信

こ
う

ち
国
際
観
光
大
使

帰
国

し
た
留
学

生
等

３
．
外
国
人
観
光
客
受
入
環

境
の
整

備

シ ン ガ
★

居
酒

屋
、
日

曜
市

★
四

季
の

自
然

（
桜

、
紅

葉
）

★
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド

信
※
JN

T
O
2
0
1
0
調
査

日
本

一
の
食

海
産

物
・フ

ル
ー
ツ

満
足

度
の

向
上

リ
ピ
ー
タ
ー
の

獲
得

３
外
国
人
観
光
客
受
入
環

境
の
整

備

第
二

期
産

業
振

興
計

画
外

国
人

延
べ
宿

泊
者

数
3
2
,0
0
0
人
泊
の
実
現

推
進
態
勢
（官

民
連
携
）

県
・高

知
県

観
光

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協

会
＋
民
間
事
業
者

●
観
光
案
内
板
の
多
言
語
化
推
進

●
多
言
語
案
内
の
充
実

●
外

国
人

観
光

客
へ
の
お
も
て
な
し
の
向

上

観
光
庁

四
国
運
輸
局

協
力

倍
増
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